新型コロナウイルス感染防止対策
· 大会開催の可否は、遅くとも開催日１か月前から２週間前にその時の状況を踏まえて判断する。
· 大会を中止する場合は、参加料は全額返金する。
· 新型コロナウイルス感染症の感染状況によっては、開会式・閉会式・表彰式などの式典は省略を省略する場合がある。式典省略に伴う代替措置は以下（１）・（２）のとおり対応する。
（1） 競技上の注意説明等の連絡は、アナウンス又は資料配布により実施する。
（2） 参加者は、競技や審判が終了し次第、他の参加者の競技を観戦等せずに、速やかに会場から退出する。表彰対象者は、順次賞状を受け取り、各部門優勝者のみ写真撮影を行う。
●　観戦のみの参加は禁止する。

●　主催者は施設管理者と調整の上、可能な限り窓や扉を開放する等換気を行う。
●　参加者の集合場所・待機場所は、十分な距離が保てるスペースを確保する。
●　参加者全員に、氏名・年齢・住所・連絡先（申込書と重複する場合を除く）、大会当日の体温、体調及び遵守事項のチェックを記した「健康チェックシート」の提出を求める。「健康チェックシート」は、個人情報の取扱いに十分注意し、保存する。
●　受付は、感染リスクが高い環境となるため、（１）～（４）のとおり対策を講じる。
　（１）アクリル板や透明ビニールカーテン等の遮蔽物、アルコール消毒液、検温器等の感染予防用物品を設置する。
　（２）複数の受付台を設置する等、人が分散するよう設営する。受付場所での書面の記入や現金の授受等はなるべく避け、それが避けられなければ、記載台（受取台）を別の場所に用意する。
　（３）参加者が距離をおいて並べるように目印の設置等を行う。
（４）受付を行うスタッフは、必ずマスクを着用し、必要に応じて、フェイスシールドやマウス
シールドを併用する。

●　受付以外の手洗い場所、待機場所、トイレ、飲食指定場所等にも可能な限り石鹸やアルコール消毒液を設置し、必要に応じて、手洗い・消毒を促す掲示をする。
●　感染防止のため、本資料の対策及び後述の「参加者の遵守事項」を、大会参加者へ確実に周知できるよう、以下（１）～（３）の方法をとる。
　（１）受付場所をはじめ、会場内に遵守事項等を掲示する。
（２）各事項がきちんと遵守されているか会場内を定期的に巡回・確認し、必要に応じて、参加者へ指導・指示を行う。
（３）参加者に資料を配布し、参加者全員が対策内容についてしっかりと共有できるよう努める。

